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①ノスリ タカ目タカ科ノスリ属

L 雄50～53㎝ 雌53～60㎝ 漢字名 鵟

学名 Buteo buteo 英名 Common Buzzaｒｄ

2月1日の探鳥会で対岸高槻市側の樹林の止まったノ

スリを観察しました。冬の淀川河川敷は餌となる小鳥が

多いこともあって、多種･多様な猛禽類がいます。

探鳥会チエックリストで見ていただくと、猛禽類がいろい

ろ観察されていることがわかります。

魚を主食とするミサゴ科ミサゴ、タカ科ではノスリ・オオ

タカ・ハイタカ、時にはチュウヒ、もちろんトビは常連、ハ

ヤブサ科ハヤブサ・チョウゲンボウなどがでています。

今日も多数のタカが飛んでくれるものと、楽しみにして

います。

②大阪府のノスリ （大阪府鳥類目録 2016）

大阪府では箕面市・能勢町など北摂山地で繫殖記録がある。

また、下図から秋～春の越冬期には、府内のほぼ全域で観察

されており、一年中府内のどこかで確認されている。

③ノスリ 日本の繁殖状況

全国鳥類繁殖分布調査2016～2021年
（鳥類繁殖分布調査会 2021年）

全国で冬鳥として越冬し，東日本の山地で繁殖し，西日本でも局所

的に繁殖している。1970年代以降，分布は拡大傾向にあり，これまで

繁殖の少なかった低地や西日本でも繁殖例が増えている。

1990 年代と2010年代にほぼ同じコースを調査できた現地調査の記

録をみても，107地点から145地点へと増加した。

⑤世界のノスリ分布図
真木・大西（日本の野鳥590） 2000年平凡社

世界ではユーラシア大陸の中緯度地域に繁殖地があり、日本・

欧州では留鳥。中国南部からインドシナ半島が越冬地。

④ノスリ 日本の越冬状況 バードリサーチ・日本野鳥の会

全国鳥類越冬分布調査2016～2022年
全国の山地や草原などで越冬する。西日本で記録メッシュ数の増加が見

られた。繁殖期は主に東日本の山 地で繁殖し，同様に記録の増加が見

られている（植田・植村 2021）。

Ⅰ 今月の鳥 ノスリ
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Ⅱ 探鳥会観察チェックリスト（第8版）
観察回数は、平が担当した2012年1月～先月2024年12月までの13年間での

観察回数です。

100回以上は留鳥、50回前後は冬鳥or夏鳥、10回以下は珍鳥？

ここ数か月続いていたスタート地点でのハヤブサは見られなかったが、

出発してしてすぐにイソヒヨドリ・ジョウビタキなどを見ることができた。

淀川本流でのカモの仲間は、下流から上流まで切れ目なく出たキンクロハジ

ロ（275羽）をメインに、今シーズン見ていなかったヒドリガモ・コガモが出て9種を確認した。タカの仲間は常連のミサゴ(4羽）の他、対

岸の林を飛び回ったノスリ(2羽)、トビ・ハイタカ、そしてオオタカも上空を飛び5種、中でもオオタカは繁殖準備に入る時期なので、今後

を楽しみにしたい。淀川河川敷では例年観察できるタヒバリは出ないまま、磯島浄水場で取水地を中締め地点としたが、草はらから

ベニマシコの声を聞いて終了とした。

Ⅲ 先月(2/1）探鳥会報告

2/4



留鳥たちの繁殖期、キジの「ケーン・ケーン」

など、春の歌で迎えてくれます。

春の渡り鳥どんな鳥が来ているでしょうか。

今月と同じように、大阪支部HPからホームズ

様式からお申し込みくださるようお願いします。

鳥写真２枚（迫田昌宏氏）

Ⅳ次回４月５日（日)
午前9時 ラポールひらかた前

ミサゴ（2060201）

ハイタカ（2060201）
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Ⅴ  （愛称）野鳥通りの今昔

磯島グランドの南側の河川敷（中水敷・高水敷）は、30年以上木々が伐採されずに放置されてきたことから、樹木が大きくなり、いわゆ

る里山的な環境となっていました。しかもそこは鳥に種子分散されたセンダンをメインに、ナンキンハゼ・アキニレ・クスノキ・エノキなど

鳥の好む実の生る木があり、春秋の渡りの季節にはキビタキ・オオルリ・コサメビタキにムシクイの仲間など、冬になるとシロハラ・アト
リ・シメなど、留鳥のシジュウカラ・エナガ・コゲラ・ヒヨドリなど、林の鳥が色々訪れてくれる場所となり、「野鳥通り」との愛称がついた

小鳥の宝庫でした。

河川敷の木は台風などで洪水が発生すると、木が倒れ下流に流れること、その木が橋にぶつかり壊れると通行できなくなる懸念があり

ました。このようなことで、河川管理の予算が出たのでしょうか、2023年度に野鳥通りの樹木が伐採されました。

たまたま2023年春に、野鳥通り中水敷の木にオオタカが営巣・子育てに成功しました（下記マップ②オオタカ営巣地）。このため

「オオタカが今後も営巣する場所を残してほしい」と淀川河川事務所にお願いした結果、営巣個所を中心に50ｍX150mの範囲を伐採せ

ずに残してもらいました。2024年・2025年は残念ながら営巣しなかったので、河川事務所からは全伐するといわれています。

一方で、河川敷は林の鳥を呼ぶ所でなく、ホオジロ・ヒバリなどの草原の鳥の生息場所にすべきという考え方があり、これが本質と思っ

ています。山野の鳥は都市公園にも住めますが、都会では農地が次々に住宅地化していることもあり、草原の住むところは無くなって

います。河川敷は草原の鳥が生息できる唯一の場所であり、 野鳥通りが草原の鳥の宝庫になってほしいと願っています。

伐採前（地理院地図） 野鳥通り周辺 空中写真 伐採後（グーグルマップ）

①
野鳥通り

②
オオタカ

営巣地

①
野鳥通り

②
オオタカ

営巣地
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